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◇ はじめに ◇ 

 日本バスケットボール協会は、平成 14 年（2002）

5 月、それまでの強化体制を抜本的に見直し、「世界

で勝てる」チームづくりを目標に、２０年先までを

も見据えた『JABBA 変革 21』と称する中長期計画を

発表しました。 

 このことについては、既刊平成 14 年 12 月号本誌

に掲載の「日本協会石川副会長兼専務理事に伺う」

という特集記事、ならびにそれに付した「中長期計

画の内容（概要）」において皆様に報告しているとお

りです。 

 その中長期計画２０年構想の３本柱として、 

   （1）日本代表チームの強化 

   （2）底辺の拡充と選手の育成強化 

   （3）指導者の育成  

が打ち出されましたが、特に（2）の問題につきまし

ては、ミニからの一貫強化育成システム“エンデバ

ー制度”の実施がその中心テーマとなっています。 

 このたび、私ども普及部会がお招きしたゲスト佐

藤久夫氏は、協会の専任コーチとして、主にこの基

本命額についての情報伝達や現場指導という重責を

担われつつ、全国的に先駆者的活動を展開中の方で

す。 

 ご多忙の折から貴重な時間を割いてご出席いただ

いたことに感謝しますと共に、今回の強化に関する

お話の内容を、会報“'プラザ”の紙面を通じ、でき

るだけ多くの皆様にお伝えしたいと思います。 

 以下その節のお話を整理し同氏のご了解をいただ

きました結果をご報告します。 

 

 

 日本協会の中長期計画「２０年構想の中で、底辺

の拡充と選手の育成強化を目目標に、ミニからの一

貫強化システムエンデバー制度が計画されました。 

 このような協会基本方針を踏まえて、まず佐藤さ

んが日本協会専任コーチに就任された経緯について

お伺いしたいのですが。 

 一昨年「さいたま」のヤングメン世界大会があり

ました。その前から私はジュニアチームの強化を担

当して、ポルトガルでのジュニア世界選手権大会に

参加し、その後ほぼ同じメンバーで「さいたま」で

のヤングメン世界選手権大会を経験したわけです。

ジュニアの世界選手権が終わってから 1 年半で、再

度世界レベルでの試合をすることができたのです。 

 日本の高校３年生が大学２年生になったその２年

間について、日本の選手とその当時世界から集まっ
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てきた同じ世代の選手とを比べたとき、それぞれの

成長の度合いには格段の差がついてきていることを

痛切に感じました。 

 高校生、ジュニアの段階で世界に行ったときには、

高さの問題などいろいろありはしましたが、それで

も勝負にはなったと思います。ところが「さいたま」

では、戦っていくうちにどうしようもないジレンマ、

短期間では解決できない「開き」というものを感じ

たのですが、それは主として選手の経験と体力的な

問題でした。 

 日本のバスケットボールがオリンピックをはじめ

世界の舞台で活躍できるようになって欲しいという

のは誰しもの願いですから、そうした夢に一歩でも

近づくための礎にでもなれたらと思い、私なりの決

心をして日本協会の専任コーチに就任させていただ

いたわけです。 

 

 

 新しい方向への模索の過程について簡単にご説明

ください。 

 私が就任したころに日本人の特性を活かした「変

革２１」という強化策が尾崎前日本協会会長から発

表されました。この中で大きく取り上げられていた

のが“日本のバスケットボールを強くしたい。日本

のバスケットの型を構築して、それをミニバスケッ

トボール、中学、高校まで広げていくという、一貫

指導のシステムによって日本のトップレベルの強化

を図りたい”という考え方でした。 

 そして次に、「変革２１」の中で一貫指導を「エン

デバー」というシステムにより情報伝達していこう

という考え方が提唱されました。皆さんの協力を得

ながら、平成１４年度、日本のオリジナルバスケッ

トボールが目指すべき方向を、何回かの会議を経て

構築しました。 

“日本人の特性を活かしたバスケットボール”を捨

ててはいけないという視点に立って、日本人の優れ

ている部分は何かを考えて見ますと、頭を使うとい

うこと、知的な面、非常に勤勉努力する面などがあ

りますが、他方、若干精神的な面がもろくなってい

るのではないかといったことも討議されました。“'

日本人の特性を活かした知的なバスケットボール”、

それに"“努力の積み重ねによって成されるバスケッ

トボール”、そして“精神面の強化”、この三つを主

体にして考えていったのです。 

 そして、知的な部分をバスケットに活かすために

は繊細で緻密なバスケットボールを展開していく必

要があると思いました。 

 今の世界の実態は体力面も含め日本と相当な格差

があります。昨年インディアナポリスで世界選手権

を見て、世界の凄さを肌に感じてきましたが、世界

のバスケットは、最終的には選手の体力と能力で勝

負をしていることが多いです。ただ日本の場合は、

同じような面で勝負しようとしても永久にアジアの

中でさえ勝てないかも知れません。知的プレイとし

ては、ひとつには変幻自在なディフェンス、たとえ

ば、かつて忍者ディフェンスというものがありまし

たが、そのような考え方もこれからの日本のバスケ

ットに浸透させなくてはいけないだろうと思いまし

た。 

 また、オフェンス面では、非常に時間はかかりま

すが、パスをたくさん使うことで、より平面的なプ

レイができるようになるであろうと考えました。 

両方とも非常に頭を使うことであり、“予測”や“'

判断”の能力が必要ですが、この部分では日本人に

も可能性を期待できるのではないかということです。

また、勤勉という日本人の特性はイコール体力を作

ることにつながるし、それがまた平面バスケットへ

とつながるのではないかと思います。 

 次は、必然的に“高さ”への挑戦ですが、この“高

さ”'の意味は、サイズへの挑戦でもあるし、またレ

ベルへの挑戦の意味でもあるだろうと考えられます。

かつて日本人には武士道、大和魂、あるいは根性な

どと表現される精神面の強さが浸透していましたが、

そうした部分は世界あるいはアジアに比べて一番弱

くなってきています。オリジナルバスケットボール

を構築する際には、そのあたりもうまく指導しなが
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ら育てていかなくてはいけないということなども話

し合われました。 

 

 

 世界あるいはアジアの中で全日本が然るべき地位

を保つためにも必要と考えられている日本のオリジ

ナルバスケットボール J とは具体的にどのようなも

のですか。 

 オリジナルバスケットボールを構築したその内容

をもとにして、つまりミニ、中学、高校、それから

大学、そしてナショナルチームまで、同じ日本人と

してどのように世界やアジアで戦うか、そのために

は一貫指導の面で何が必要かを技術的に追求しまし

た。 

 ミニとしては、まず必要と思われる基本技術を経

験させよう、そしてバスケットがミニで終わらない

ように“'楽しい、面白い”という感覚を持たせてあ

げよう。中学生になったら、それらを更にスムーズ

に消化できるように。そしてオリジナルバスケット

ボールでは、ポジションにこだわらないオールラウ

ンドプレイヤーを育てることをも目標にしています。 

 平面バスケットボールをするのであれば、皆がど

このポジションでもこなせなければいけません。中

学の段階でオールラウンドプレイヤーになれる資質

を身につけさせ、高校においては、基本技術をスピ

ーディに力強くできるようにすることが必要ですし、

また、対応力も身につけさせなければなりません。

昨年は、高校２年生のアンダー１８までを全国９ブ

ロックにわけ、指導者は変わりましても、そのブロ

ックの中で選手たちに同じドリルを経験させること

からスタートしました。各県４名程度の選手をブロ

ック単位で集めて、全国同じドリルを行い、その中

で（1）選手の発掘、（2）選手の育成、そして同時に

（3）そのブロックの指導者の人たちに対する育成、

という三つの狙いを持って実施しました。 

 現在の子どもたちがナショナルチームの候補選手

になれる年齢、２０年後までの構想として「変革２

１」があるわけですが、これは日本のオリジナルバ

スケットボールの構築を目標に、日本代表となり得

る選手や指導者の発掘、育成、強化を図ることを目

的とし、エンデバーはその情報を各ブロックを通じ

て伝達する手段である、と考えています。 

昨年はブロックエンデバーの段階でしたが、今年は

高校１、２年生と中学３年生をブロックにしてアン

ダー１８のエンデバー、それから中学１、２年生と

小学６年生を一緒にしてアンダー１５のエンデバー、

をそれぞれブロックで開催する予定です。このよう

なことが“一貫指導”の考え方ですが、選手の発掘

育成を行うと同時に、選手たちと一緒に活動してい

る指導者をも育成しているわけです。 

 

 

 強調されている中高生の精神面の強化については、

どのように身につけさせようとお考えですか。 

 努力することは体力づくりにもつながりますが、

“高さ”'に挑戦する意思を選手の身につけさせるこ

とが大切だと考えます。メンタルトレーニングをク

リニックのなかで指導することは難しいのですが、

ひとつには選手たちがプレイ中に声を出すことが大

事ではないかと思います。選手たちがコートの中で

大きな声を出して守り連携をとることが必要です。 

 大声を出せる選手、指示待ちプレイヤーでなく指

示できる選手がオールラウンドプレイヤーというこ

とになります。自信があれば子どもたちは大きな声

を出せるのです。メンタル面を強くするために、尐

なくとも“声を出すことは技術である”という考え

方で指導しています。また、ルーズボールは“粘り”

の表現でもあり、ルーズボールを取るときにはこう

やって頑張るんだよということを指導しています。

指示を待っていると声が出ないですから、大きな選

手にガードの練習をさせることも良いと思います。 
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 特に、声を出すことはミニの段階から大切ですね。

声を掛け合うことが“必事な技術”の一部として認

識されなければいけませんね。 

 高校になっても声が出ていませんが、声を出すこ

とによってチームとしてのコミュニケーションは随

分と変わります。 

 

 

 就任された段階で既にエンデバー制度は確立して

いたのですか。 

 まだ制度自体は確立されておらず、私もオリジナ

ルバスケットボールを構築するたたき台とか、エン

デバーで使用するドリルなどの作成を担当しました。

すべての都道府県協会の理事長、ブロック長などの

方々と連絡を取り合い、役割分担をして制度を作成

しました。 

ただ、総務関係はまた別の方にお願いしました。 

 

 

 この制度についてはコーチご自身も十分納得され

ていますか。 

 エンデバー制度自体は非常に大事なことだと考え

ています。特に、一貫指導について、日本のバスケ

ットボールはこうなんだという考え方を上から下ま

で全体に伝えることが大切です。 ミニの子どもた

ちが将来のための技術として必要とすることについ

て、指導者も自分たちの指導すべきことを明確に理

解できてくるのではないかと思います。また、この

制度の利点として、逆に下から上に、たとえば地区

から県に、さらにまたブロックへと広がり、それが

トップまでつながっていきます。子どもたちには挑

戦する気持ちがありますから、一貫指導ということ

は本当に大事ですし、今の段階ではこの制度は日本

の実情にマッチしているのではないかと考えていま

す。 

 日本には４５００校の高校チームがあり、そのチ

ーム一つ一つが“勝ちたい”と考えています。高校

はナショナルチームのためにチームづくりをしてい

るわけではないのです。 

 ですから、“自分たちが勝ちたい”、“自分たちのチ

ームを作りたい”'という高校の先生方の思いの中で、

''ナショナルチームのメンバーになれる選手"の育

成をもお顔いしたいということなのです。両方を実

現していく形としてはこの制度しか考えられません。 

 日本はヨーロッパスタイルのようにクラブチーム

を作って、その連合体がナショナルチームになると

いった環境ではないと思います。４５００校を大事

にしていかなくては日本のバスケットは育たないの

ではないかという気がするのです。 

 

 

 現地に行かれて高校の先生方にそのような話をさ

れての反応は如何ですか。 

 高校の先生は自分の育てた選手が次に大学に行っ

てナショナルチームに入ることを非常に喜ばしいと

考えています。ただ、エンデバーの仕組みに先生た

ちがどのように関わっていくかについて理解を得る

には、もう尐し時間が必要かと思います。全国の先

生方、そしてチームを持っている人たち、協会の関

係者ら各位のご理解をいただくことは今後とも続け

ていかなくてはなりません。 

 

 

 地方協会の関係者、先生方からこの考え方につい

て異論は出てきませんか。 

 この制度を説明すると素晴らしいことだと理解し

てくれますが、これを広める手段、情報を伝達する

手段が不足しているのではないか、という懸念につ

いて指摘されます。 
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 関係者の方たちには同じレベルで理解し伝達して

もらわなければなりませんね。 

 制度の内容を説明すると皆さんに理解していただ

けますが、これからはオリジナルバスケットボール

もバージョンアップしていかなければなりませんか

ら、毎年オリジナルバスケットボールの会議を開い

て必要な時期に改善し伝達していく必要があります。 

 

 

 昨年は何回くらいこのような説明を実施されたの

ですか。 

 必ずしも“オリジナルバスケットボールを説明し

てください”ということではなく、協会の指導者育

成の一環として公認コーチ資格を取得するために必

要とされている講習の中で説明する場合や、ジュニ

アオールスターチームの選手選抜時の指導に立会う

場合、高校生の国体選抜チーム選手選考時、あるい

は中学・高校の競技力向上指導の場合など、いろい

ろな場面で招かれることが多いです。その他単独チ

ームの相談に応じることもあります。 

 

 

 大学のレベルもエンデバーの中に入るわけですが、

大学の指導者に対してはどのように取り組んでおら

れますか。 

 エンデバーは、最後にはトップエンデバーと称し

てナショナルチームに近い選手を育成しなくてはな

りません。トップエンデバーに大学生は当然入りま

す。大学生グループの場合は育成よりも強化の方が

前面に出るわけで、選手の方も高校時代の段階でか

なり選抜されてきています。その他から伸びてきた

子どももこの中に入るわけですが、“エンデバー制度

の中学・高校の指導を経て、トップエンデバーに入

る”のが本来の形であると思います。 

大学スポーツを活気のあるものにしないと、ボール

ゲームを強くすることは難しいと思いますね。 

 

 

 トップレベルの強化コーチたちとエンデバー制度

との密接な関係を明確にする必要があるでしょうね。 

大学までエンデバーに入るわけであり選手も指導者

もー手指導で育てていくのですから、大学生の試合

がエンデバーの姿を実現している模様こならないと

いけませんね。 

 大学生にも夢を持たせなければならないですね。

韓国の高校生チームの場合は、30 校に圧縮されてナ

ショナルチームに直結するようにし、また、より優

れた選手で韓国独自のスタイルを作り出しています。

つまりやっていることはナショナルチームも学生も

同じで変わりません。 

したがって突然選手を各チームから選抜して集めて

も、そんなに苦労しないでチームが作れます。それ

は基本が同じだからです。誰が指導者になろうと同

じ基本をマスターしていれば尐々バスケットが変わ

ろうとも対応できるわけです。 

 

 

 選手たちよりも、むしろ指導者を育てることが大

切ですが、指導者に対する指導面はいかがですか。 

 日本協会の組織の中に、JABBA 公認コーチと指導者

の育成部門があります。エンデバーは選手を育成す

る中で同時に指導者をも育成することを目標にして

います。４０時間の講習の中にオリジナルバスケッ

トボールを指導する時間をもらって理解を図るとと

もに、“先生方にはそれぞれ独自の型もおありでしょ

うが、ここだけは基本練習の中に入れてください”

とお願いしているのです。 

 

 

 各段階で身につける基本的技術というのは具体的

にどのようなことを考えているのですか。 

 昨年度まとめた「オリジナルバスケットの概要と

育成ドリルの内容」という冊子があります。 

この中でアンダー１２の段階では、バスケットのす

べての基本を網羅して欲しいと考えられています。 

 たとえばミニでは、片手でシュートもパスもでき
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るように指導してください。アジアでもシュートや

パスは基本的には片手で行っていますが、これがク

イックネス、平面バスケットにつながるのです。基

本的ドリルは“経験”をさせることです。 

 中学では基本を正確に普通にできるように指導し

てください。”ノーマークは攻めなさい”、“ノーマー

クはシュートしなさい”、“'相手が出てきたら抜きな

さい”と単純なことを徹底して教えてください。 

 高校レベルでは相手もいろいろ変わるわけですか

ら、“指示待ちプレイヤー”'とならないよう、基本

技術を身につけると共に予測と判断力にもとずく

“対応力”'を身につけるドリルを行ってください。 

 いろいろお話し申し上げましたが、まだ緒につい

たばかりでこれからいよいよ本番を迎えることにな

りますので、よろしくご支援額います。 

 

 本日は大変お忙しいところ、まことに有難うござ

いました。 

 

 

◇ 終わりに ◇ 

 思えば、国内における選手育成強化の“一本化”、

“一貫性”の確立という問題は、斯界関係者が久し

きにわたってその重要性と必要性を痛感すると共に、

いろいろな機会にその実現を期待し模索を続けてき

た、最も切実な緊急的課題でした。諸般の事情から

その緒につくこともできず推移してきたのでしたが、

当然のことながら、本来日本として長期展望に立ち

万難を排してこれが実現のため先見性と決断力を発

挿すべきであったはずの問題でした。 

 結局その立ち遅れは、幾星霜を経た今日、世界や

アジアにおいても取り残されつつある日本バスケッ

トの現状に象徴されているように思われます。 

 それはさておき、昨年日本協会がようやくこの難

課題に正面から取り組み、世界の流れにこれ以上乗

り遅れないよう、日本なりの新強化方針を明確にす

ると共に、具体的な新システムの導入を発表したこ

とは、まことに喜ばしい画期的、革命的な前進と評

価されました。 

 しかし、今後いかにそれを実行に移して一定の成

果を徐々にでも挙げていくかが、きわめて難しくま

た大事な問題となることは言を待たないところで、

大方の関心と注目そして期待がそこに集中されるこ

とになるでしょう。 

 今回のゲスト佐藤久夫氏は、目下その尖兵として、

協会派遣のプロ指導者の立場で、きわめて積極的に

真剣な指導を展開されていますが、お話を伺ってそ

の熱い志に感動させられると共に、こうした内容が

日本のバスケットを愛する多くの人たちに伝達され

徹底されていくことの重要性を痛感いたしました。 

 

 過日の日本協会石川副会長兼専務理事の談話にも

「“'変革２１”は、ミニからナショナルチームまで

各年齢別に、“エンデバー制度”'によって一貫した

強化を図っていくという長期計画ですから、結果が

すぐに現れるものではありません。 

しかし、ミニからナショナルまで組織立った強化を

行うという、全国津々浦々まで一貫した方針に対し

是非ご理解とご協力をお願いしたい」といった言葉

がありましたが、まさに日本のバスケット界が一体

となってこの大きな課題の実現に立ち向かわなけれ

ばならないときを迎えています。 

 行く手にはなお様々の問題点や試行錯誤も生じる

でしようが、お互いのたゆまない努力と工夫の中で、

何とかこの共通目標に向かって足並みをそろえて前

進を期したいものです。 

 

末尾ながら、佐藤コーチの益々のご健闘とご健康を

切にお祈りします。 

 


